
     

 

 

２０２２年１２月１４日 

各 位 

大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 

代表取締役社長 北原 睦朗 

 

 
 
 

Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：北原 睦朗）は、全国の中小企業経営者を対

象として毎月実施しているアンケート調査「大同生命サーベイ」（2022 年 11 月度調査）にて、「今年

の漢字®」（※）を確認した結果、「高」が第１位（4,250 名中 205 名が選定）となりました。 

※「今年の漢字」は、（公財）日本漢字能力検定協会が主催し、その年の世相を表す漢字一字を募集・発表する 

ものであり、同協会の登録商標です。（今回の調査結果は同協会の了承を得て公表しています。） 

今回の調査は、中小企業経営者を対象に「今年一年の世相を表す漢字」を確認したものであり、

物価高騰など急激な環境変化に立ち向かう中小企業の現状があらためて明らかとなりました。 

（上位１～１０位の漢字は別紙参照） 

当社は、中小企業のお客さまの課題解決に役立つ様々なソリューションのご提供を通じ、今後も

「中小企業に信頼されるパートナー」を目指してまいります。 

＜中小企業経営者が選ぶ 2022 年の漢字＞ 

高 

＜選定理由＞ 

 

・物価高・ドル高・仕入高・最低賃金高で 

経営環境が厳しい（南関東／小売業） 

 

・急激に原材料などが高騰して大きな影響 

を受けた（近畿／製造業）    

など 

＜大同生命サーベイ 11月度調査の概要＞ 

・調査期間 ： 2022 年 11 月 1日～11月 28 日  
・調査対象 ： 全国の企業経営者 9,109 名（うち約 6割が当社ご契約企業) 

うち「2022 年の漢字」の有効回答数 4,250  
・調査方法 ： 当社営業職員が訪問または Zoom 面談により調査 

※調査結果の全体概要は本年１２月下旬に公表予定 

 

以上 

  

【お問合せ先】 広報課（kouhou@daido-life.co.jp） 

中小企業経営者が選ぶ 2022 年の漢字は「高」 



別紙 
 

中⼩企業経営者が選ぶ「2022 年の漢字」 
（有効回答数：4,250） 

 

順位 漢字 選定理由 回答数 

１ 高 
・物価⾼・ドル⾼・仕⼊⾼・最低賃⾦⾼で経営環境が厳しい。 

（南関東／⼩売業） 
・原材料などが急激に⾼騰して⼤きな影響を受けた。（近畿／製造業） 

205 
（4.8％） 

２ 変 
・変わりゆく時代にあわせ、経営への考え⽅や⽅針を変化させた。 

（近畿／情報通信業） 
・代替わりして社⻑に就任し、すべてが変わった。（東海／製造業） 

189 
（4.4％） 

３ 
戦 

・ウクライナ侵攻があり、私⾃⾝も病と戦った。（南関東／サービス業） 
・厳しい経営環境の中、従業員とともに頑張って戦った。 

（九州・沖縄／建設業） 

180 
（4.2％） 

苦 
・コロナに罹患して苦しんだ。（四国／⼩売業） 
・経営状況が苦しかった。（北海道／宿泊・飲⾷サービス業） 

180 
（4.2％） 

５ 忍 
・商品の納期が遅くなり、耐え忍ぶしかない状況。（東北／⼩売業） 
・企業経営の忍耐⼒が試されている。（北陸・甲信越／サービス業） 

161 
（3.8％） 

６ 耐 
・⻑引くコロナ禍で、取引業者を含めて、みんなでなんとか 

耐えている。（東北／運輸・郵便業） 
149 

（3.5％） 

７ 忙 
・起業して間もなく、初めて⾏うことばかりで忙しかった。 

（北陸・甲信越／⽣活関連サービス業、娯楽業） 
118 

（2.8％） 

８ 乱 
・物価⾼やウクライナ侵攻など、世の中が混乱している。 
 （中国／製造業） 

105 
（2.5％） 

９ 難 ・経営難で先を読むのが難しい。（東海／宿泊・飲⾷サービス業） 103
（2.4％） 

10 安 ・円安で経営が厳しい。早く安⼼したい。（近畿／卸売業）  90
（2.1％） 

 
以上 


